
滋
賀
県
立

彦
根
工
業
高
校

特
別
講
義

今
年
度
高
校
生
へ
の

初
の
取
り
組
み
と
し

て
６
月
１
８
日（
水
）

に
滋
賀
県
立
彦
根
工

業
高
校
１
年
生
全
員

を
対
象
に
開
催
し
た

特
別
講
義
は
、２
４
０

名
の
出
席
が
あ
り
ま

し
た
。

派
遣
講
師
は
、清
水
工

業（
株
）代
表
取
締
役
社

長 

清
水
康
裕
氏
に
お

願
い
し
、彦
根
バ
ル
ブ

の
歴
史
と
バ
ル
ブ
の

基
本
に
つ
い
て
の
演

題
に
て
、５０
分
講
義

を
頂
き
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

2025年 上期の対前年比較表 （単位：百万円）

一　

席　

あ
わ
て
る
な
　
あ
せ
る
気
持
ち
が
事
故
を

　
　
　
　
呼
ぶ
　
心
静
め
て
安
全
作
業

　
　
　
　
　
　
㈱

ナ

ツ

ハ

ラ　

小
林　

  

茂

二　

席　

い
つ
も
と
違
う
、 は
危
険
の
サ
イ
ン
　

　
　
　
　
止
め
て
点
検
　
守
る
安
全

　
　
　
　
　

   

廣
瀬
バ
ル
ブ
工
業
㈱　

松
山  

享
史　

二　

席　

働
く
部
門
は
違
う
け
ど
　
目
指
す
未
来
は

　
　
　
　
み
な
一
緒
　
安
全
第
一
　
明
る
い
職
場

　
　
　
　
　
　
清
水
工
業
㈱　

有
田  

宜
司

彦
根
労
働
基
準
監
督
署　

署
長
特
別
賞

　
　
　
　

安
全
に　

近
道
・
抜
け
道
・
妥
協
な
し　

　
　
　
　

法
令
順
守
で　

無
災
害

　
　
　
　
　
　

宮
部
鉄
工
㈱　

川
上　

  

悠 

奨
励
賞　

意
識
が
変
わ
れ
ば
行
動
が
変
わ
る　

　
　
　
　

行
動
が
変
わ
れ
ば
環
境
が
変
わ
る　

　
　
　
　

み
ん
な
で
作
る
職
場
の
安
全

　
　
　
　
　
　

㈱

ユ

コ

ー　

米
澤  

竜
汰

奨
励
賞　

安
全
は
誰
か
に
任
せ
ず　

　
　
　
　

一
人
ひ
と
り
が
守
る
も
の

　
　
　
　
　

   

日
の
本
辨
工
業
㈱　

髙
田　

  

滉

奨
励
賞　

過
去
の
経
験　

現
在
（
い
ま
）
持
つ
知
識　

　
　
　
　

未
来
を
予
測　

合
わ
せ
て
繋
ご
う

　
　
　
　

み
ん
な
の
安
全

　
　
　
　
　
　

清
水
工
業
㈱　

安
藤　

  

聖

奨
励
賞　

買
い
だ
め
で
き
な
い　

安
全
・
安
心

　
　
　
　

毎
度
の
確
認　

売
り
惜
し
み
な
し
に

　
　
　
　
　
　

松
尾
バ
ル
ブ
工
業
㈱ 

竹
中  

邦
優

奨
励
賞　

ミ
ャ
ク
ミ
ャ
ク
と
受
け
継
ぐ
技
術　

　
　
　
　

安
全
と
と
も
に
未
来
へ
つ
な
げ
！

　
　
　
　
　
　

㈱
昭
和
バ
ル
ブ
製
作
所  

佐
々
木
瑞
貴

水 道 用 弁
産 業 用 弁
船 用 弁
鋳 物 素 材
合　　　計

5,287
6,560 
3,564
865

16,278 

5,326 
6,204
3,024 
711 

15,265

△0.7
5.7
17.8
21.6
6.6

種 類 別 2025年
(1～6月)

2024年
(1～6月)

増減率
(%)

〜
優
秀
作
品
選
出
さ
れ
る
〜

応
募
総
数
： ５
９
５
作
品

審
査
結
果

三　

席　
『
ミ
ス
は
』
う
っ
か
り
！
『
チ
ェ
ッ
ク
』
は

　
　
　
　

し
っ
か
り
！
『
ケ
ガ
』
で
ガ
ッ
カ
リ
！

　
　
　
　
『
保
護
具
』
で
バ
ッ
チ
リ
！

　
　
　
　
　
　

㈱
清
水
鐵
工
所　
田
中  

一
憲

三　

席　
「
慣
れ
」と「
上
達
」間
違
う
な　
気
持
ち
を

　
　
　
　

引
き
締
め　

い
つ
で
も
初
心
を
大
切
に

　
　
　
　
　
　

日
の
本
辨
工
業
㈱　

 

澤    

友
恵

三　

席　
「
や
っ
た
は
ず
」  「
言
っ
た
は
ず
」  

こ
そ

　
　
　
　

再
確
認　

一
番
恐
い　

思
い
こ
み
の
罠

　
　
　
　
　
　

廣
瀬
バ
ル
ブ
工
業
㈱　

矢
野
こ
ず
恵

佳　

作　

皆
の
安
全　

わ
た
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ａ
守
り　

　
　
　
　

未
来
へ
繋
ぐ

　
　
　
　
　
　

㈱
石
鋳
テ
ク
ノ　

林     

将
臣

佳　

作　

Ｓ
Ａ
Ｆ
Ｅ
Ｔ
Ｙ  

Ｉ
Ｓ  

Ａ  

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

　
　
　

     

Ｅ
Ｆ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｔ -

Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｙ
Ｏ
Ｎ
Ｅ 

　
　
　

     

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｙ
Ｓ  

Ａ  

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
．

　
　
　
　
　

安
全
は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
賜
物
で
あ
り
、

　
　
　
　

誰
も
が
そ
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

古
川
工
業
㈱　
マ
キ
シ
モ  

ロ
ミ
オ

佳　

作　

慣
れ
で
忘
れ
る
危
険
の
サ
イ
ン　

声
か
け

　
　
　
　

呼
び
か
け　

み
ん
な
で
つ
く
る
安
全
職
場

　
　
　
　
　
　

㈱
キ
ッ
ツ
エ
ス
ジ
ー
エ
ス   

中
山  

貴
之

佳　

作　

安
全
は
ひ
と
り
じ
ゃ
守
れ
ぬ
チ
ー
ム
戦　

　
　
　
　

声
か
け
合
っ
て
ゼ
ロ
災
害

　
　
　
　
　
　

角
田
鉄
工
㈱ 

中
川  

達
彦

令
和
７
年
度 

安
全
標
語

米
ト
ラ
ン
プ
政
権
の

高
関
税
政
策
の
影
響

や
政
局
の
不
安
定
化

な
ど
社
会
情
勢
が
混

沌
と
す
る
中
、
景
気

の
先
行
き
不
透
明
感

が
否
め
な
い
昨
今
、

当
組
合
に
お
い
て
は

令
和
７
年
上
期
の
生

産
高
調
査
を
実
施
し
、

前
年
同
期
比
６.

６
％

増
と
大
変
喜
ば
し
い

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
長
引
く
原
材

料
・
燃
料
費
の
高
騰

や
深
刻
な
人
手
不
足

な
ど
、
採
算
面
に
大

き
な
影
響
及
ぼ
す
要

因
が
多
く
あ
り
、
こ

の
厳
し
い
環
境
を
克

服
す
べ
く
組
合
員
各

位
の
更
な
る
ご
努
力

を
お
願
い
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

今
年
は
梅
雨
が
近
畿

史
上
最
速
で
明
け
、

以
降
大
変
厳
し
い
暑

さ
が
続
い
て
お
り
ま

す
が
、
会
員
事
業
所

の
皆
さ
ま
、
ど
う
ぞ

ご
自
愛
下
さ
い
。
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滋賀バルブ協同組合滋賀バルブだより
　

令
和
７
年
上
期（
１
月
〜
６
月
）バ
ル

ブ
生
産
高
調
査（
２
３
社
）の
結
果
が
ま

と
ま
り
、生
産
高
は
、１
６
２
億
７
８
７

９
万
円
と
前
年
同
期
比
で
、１
０
億
１
３

６
６
万
円
増
、増
減
率
は
、プ
ラ
ス
６
．

６
％
と
な
っ
た
。

　

業
種
別
で
は
、水
道
用
弁
が
、５
２
億

８
７
７
６
万
円
と
前
年
同
期
比
で
、３
８

２
７
万
円
減
、増
減
率
は
、マ
イ
ナ
ス
０
．

７
％
と
な
っ
た
。材
料
並
び
に
燃
料
及
び

人
件
費
の
高
騰
等
に
よ
る
価
格
転
嫁
に

若
干
の
弱
さ
が
伺
え
た
。

　

産
業
用
弁
は
、６
５
億
６
０
８
８
万
円

と
前
年
同
期
比
で
、３
億
５
７
３
７
万
円

増
、増
減
率
は
、プ
ラ
ス
５
．７
％
と
な
っ

た
。受
注
増
加
並
び
に
価
格
改

定
に
伴
い
生
産
高
も
堅
調
に
伸

び
た
こ
と
が
伺
え
る
。

　

舶
用
弁
は
、３
５
億
６
４
８

２
万
円
と
前
年
同
期
比
で
、５

億
４
０
７
２
万
円
増
、増
減
率

令
和
７
年 

上
期
バ
ル
ブ
生
産
高 

調
査
結
果

   

前
年
比
6.6
％
増
の
１
６
２
億
円

　
　

は
、プ
ラ
ス
１
７
．８
％
と
な
っ
た
。造

船
業
界
の
回
復
基
調
に
伴
い
増
加
と

な
っ
た
。

　

鋳
物
素
材
は
、８
億
６
５
３
２
万
円
と

前
年
同
期
比
で
、１
億
５
３
８
４
万
円

増
、増
減
率
は
、プ
ラ
ス
２
１
．６
％
と
な

り
、受
注
増
加
並
び
に
価
格
改
定
に
伴
い

生
産
高
も
堅
調
に
伸
び
た
こ
と
が
伺
え

る
。

　

令
和
７
年
上
期
は
、前
年
同
期
同
様
、

原
材
料
費
、物
流
費
、燃
料
等
の
高
騰
が

続
い
て
お
り
採
算
面
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
。景
況
感
不
透
明
の
中
、

よ
り
一
層
の
企
業
努
力
が
求
め
ら
れ
る
。

編
集
後
記

夏季休業日のご案内
　夏季休業期間は、８月１3日（水）
～１5日（金）となります。
ご了承の程、お願いします。

業界短信
本年６月に、彦根急送株式会社 
和田昂史氏が代表取締役に就任
されました。

産・官・学で共同開発した新素材「ビワライト」
を紹介するパンフレットを作成いたしました。
環境に配慮した素材である「ビワライト」を
普及推進させることで、地場産業の組合とし
て環境負荷軽減に寄与することを目指してお
ります。詳しくは組合ホームページに掲載し
ておりますので、ご覧ください。

　

７
月
１
日
〜
７
月
７
日
ま
で
全
国
安
全
週
間

の
実
施
に
合
わ
せ
、彦
根
労
働
基
準
監
督
署
の
協

賛
を
得
て
会
員
企
業
へ
安
全
標
語
の
募
集
を
行

い
ま
し
た
。今
年
度
は
５
９
５
作
品（
１
８
社
）

の
応
募
が
あ
り
、７
月
１
７
日（
木
）に
審
査
会

を
開
催
し
、次
の
方
が
優
秀
作
品
と
し
て
選
ば

れ
ま
し
た
。

７
月
２
２
日（
火
）に
開
催
し

た
滋
賀
県
立
大
学
工
学
部
１

回
生
を
対
象
と
し
た
特
別
講

義
は
、１
４
０
名
の
出
席
が
あ

り
ま
し
た
。

　

本
特
別
講
義
は
、当
組
合

青
年
部
に
共
催
を
、（
一
社
）

日
本
バル
ブ
工
業
会
彦
根
支
部

に
後
援
を
頂
き
開
催
し
て

お
り
ま
す
。

　
派
遣
講
師
は
、清
水
工
業（
株
）

代
表
取
締
役
社
長 

清
水
康
裕

氏
に
お
願
い
し
、機
械
と
地
場

産
業
バル
ブ
の
演
題
に
て
、９０
分

講
義
を
頂
き
ま
し
た
。
特
に

バ
ル
ブ
の
基
本
構
造
を
動
画
に

て
説
明
さ
れ
、大
変
分
か
り

や
す
い
講
義
と
な
り
、
彦
根
バ

ル
ブ
の
認
知
度
が
大
幅
に
高
ま

り
ま
し
た
。

滋
賀
県
立
大
学
工
学
部

特
別
講
義

 　
６
月
１
２
日
（
木
）
に
開
催

し
た
新
人
・
若
手
社
員
向
け
バ
ル

ブ
研
修
会
に
は
、
２
９
名
（
１

４
社
）
の
受
講
が
あ
り
ま
し
た
。

本
研
修
会
は
、
滋
賀
県
東
北
部

工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
に
共
催
を
、

（
一
社
）
日
本
バ
ル
ブ
工
業
会
彦

根
支
部
に
後
援
を
頂
き
開
催
し

て
お
り
ま
す
。

　

当
日
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
彦

根
バ
ル
ブ
の
歴
史
を
学
び
、
東
北

部
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
彦
根
庁
舎

の
施
設
見
学
後
、
バ
ル
ブ
の
基
礎

知
識
材
料
編
と
構
造
用
途
編
を

熱
心
に
学
習
頂
き
ま
し
た
。

　

尚
、
受
講
者
の
皆
様
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、

結
果
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
全
般
に
つ
い

て
の
満
足
度
は
、
９
割
を
超
え
て

お
り
ま
し
た
。

新
人
・
若
手
社
員
向
け

バ
ル
ブ
研
修
会

36 35 38 42 44 41 39 39 45 46 43 45 49 53 52 43
49 52

61 61 59 59
73

55 55
48

59
65 62 65 

13 12 11 14 14 16 16 14
26 31 28 25 25 30 35 

44 55 33 33 44 44 33 44 44 77 66 77 77 77 8 8 

96
101 104

120 123 120 117
130 130

139
125

136
146

152
162 

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

23年 24年 25年 26年 27年 28年 29年 30年 R1年 2年 3年 4年 5年 6年 7年

生
産
高
（
億
円
）

平成23年～令和7年
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水道用弁 産業用弁 船用弁 鋳物素材 合 計

お 知 ら せ


